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　偉大なる師として慕われた宮下教授ご逝去の悲報を聞いて1年になる。あの
悲しみの日は，ついこの間であったように感じられるが，私たちの心に深く刻
まれているからであろう。そして，今も時折，宮下先生が生きていたら，とい
う声がおこる。多くの人々から愛され，尊敬された偉大なる宮下教授の思い出
は多い。そのいくつかを語りたい。
　威風堂々たる巨躯の持ち主であった宮下先生は，つねに悠々たるものを人々
に感じさもていた。体重と食欲においては，ほぼ互角の私も，圧せられ気味で
あった。その先生が，ウエイト・コントP一ルに成功し，私にもすすめるので
ある。「人間ができれぽ，男も女も腹が大きくなる」と答えた私ではあったが，
スマートになった宮下先生を羨ましく思ったことは言うまでもない。
　私も減食を試みたが，眼まいはする，疲れるで，とうとうギブ・アップし
た。あの巨躯でウエイトコソト・ロールされた宮下先生の意志の強さに，改め
て感服した次第である。それでいて，実に細やかな心づかいをされる先生であ
った。
　専攻が近いせいか，大学院の入学試験の面接に，よくご一緒した。中国（台
湾）からの受験者が多い頃のことである。’日本語の意味が，よくわからない受
験生がいた。英語はと聞くと，出来るという返事で，英語で会話すると，再び
相手は返答が不可能になる。他の外国語もダメということで，こちらは全くお
手上げになる。すると突然，宮下先生は，流れるような中国語で語りかけるの
である。受験生の顔に生色が戻る。こうしたことは，時折あった。そして時に
は，ロシア語も交えて語るのである。その多才ぶりは，眼をみはるぼかりであ
った。そして，なによりも心あたたかで親切な教師であった。
　大学院の学生で思い出に，共通の学生として顔陳玲玲という女子学生を担当
したことである。一女のママさんだった彼女も努力した。そして夫君と共に修
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士号を彼女もえたのだが，宮下先生と私は，指導教授として祝杯をあげたこと
もあった。彼女は，今カナダに住み，宮下先生のご逝去を知り，ご冥福を祈る
という手紙をもらった。
　ゆったりとした宮下先生ではあったが，一度だけ，慌てられた側面を拝見し
たことがある。ある日の早朝，わが家に電話がかかってきた。相談がある，と
仰有る。どんな重大なことかと聞いてみると，中野のご自宅を売って新しい住
まいを買うために，どうしたらよいのか教えてほしいと言う。俗事にうとい宮
下先生の側面である。お役に立ったかどうかわからないが，家を4回も売って
きた私は，わが経験談を話したことは言うまでもない。身体の大きな宮下先生
は，まるで少年のように，私の体験談を聞いていた。
　少年のように純真な魂を持ちつづけられ，教師として多くの学生たちに影響
力を与え，同僚たちにあたたかな心を伝えて下さった宮下教授の肉体は，この
世にはない。しかし，その教えとお心づかいとは，今も私たちの心の中で脈々
と生きつづけている。
（2）
